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研究成果の概要（和文）：　京都大学大学院教育学研究科E.FORUMでは、毎年、全国スクールリーダー育成研修を提供
するとともに、掲示板を併設したデータベース（「カリキュラム設計データベース」、後に「E.FORUM Online」）を開
設している。
　本研究では、各教科の目標や評価に関する国内外の理論や実践について調査するとともに、E.FORUMのシステムを活
用して「E.FORUMスタンダード（第１次案）」を開発した。スタンダードとは、社会的に共通理解された教育目標・評
価基準を意味している。「第１次案」では学校現場の利用に供するため、各教科の「本質的な問い」や「永続的理解」
、パフォーマンス課題の例などを整理した。

研究成果の概要（英文）：In 2006, the Graduate School of Education at Kyoto University established a networ
k called "E.FORUM." This network offers training programs for educational leaders every year. It also main
tains databases, namely the Curriculum-Design Database (2006-2012) and E.FORUM Online (2012 onwards). Inte
rnet bulletin boards are attached to those databases. 
This study has synthesized the research on theories and practices relating to the goals and assessments of
 various academic subjects in Japan and other countries. Furthermore, by using the E.FORUM system, this st
udy has also developed the "E.FORUM Standards: The First Proposal," where a "standard" is understood to me
an the goals and assessment criteria collectively shared in a society. This proposal lists the essential q
uestions, enduring understandings, and examples of performance tasks in each subject, all of which are exp
ected to be useful for improving teaching practices at schools.
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１．研究開始当初の背景 
 中央教育審議会答申「新しい時代の義務教
育を創造する」（平成 17年 10月 26日）では、
「国の責任によるインプット（目標設定とそ
の実現のための基盤整備）を土台にして、プ
ロセス（実施過程）は市区町村や学校が担い、
アウトカム（教育の結果）を国の責任で検証
し、質を保証する教育システムへの転換」が
打ち出された。インプットを規定するナショ
ナル・スタンダードとしては学習指導要領が
存在しており、またアウトカムの検証として
は「全国学力・学習状況調査」や「特定の課
題に関する調査」が行われ始めた。 
 一方、諸外国、とりわけ英米では 1980 年
代以降スタンダードの研究開発が進んでい
る。スタンダードとは、社会的に共通理解さ
れている目標・評価基準を意味している。日
本の状況と比較した場合、そこには次の三点
で先進性が見られる。第一に、結果の検証の
ためには、筆記テストだけでなくパフォーマ
ンス課題が活用されている。パフォーマンス
課題とは、知識やスキルを総合して活用する
ことを求めるような複雑な課題である。第二
に、成文化されたスタンダードに基づき学校
で保障すべき学力を明確化する一方で、学校
での研究成果を反映させつつ成文化された
スタンダードを練り直すというサイクルが
構築されている。第三に、そうして開発され
たスタンダードが、典型的な作品例とともに
インターネット上で公開されており、教師た
ちの実践に役立っている。 
 ところで、京都大学大学院教育学研究科は、
平成 18 年度に E.FORUM を設立した。
E.FORUM では毎年、「全国スクールリーダ
ー育成研修」を提供している。その中では、
上記の英米の実績に学びつつ、パフォーマン
ス課題やルーブリックの開発の仕方を伝え
るワークショップを提供してきた。また、研
修受講者が研修内容を生かして実践に取り
組み、その成果を持ち寄って交流する機会と
して「学校教育研究フェスタ」と「実践交流
会」を開催している。さらに「カリキュラム
設計データベース（Curriculum Design 
Database）」（以下、CDDB）を開設し、研修
受講者やその紹介者である E.FORUM 会員
が、開発したパフォーマンス課題やルーブリ
ック、さらには児童・生徒の作品例などを共
有・蓄積するシステムを構築した。CDDBに
は、会員が日常的に意見交換を行うことので
きる掲示板も開設しており、会員からの質問
に対応して大学教員が指導・助言を行うなど
のサポートも提供してきた。 
 そこで、本研究では、CDDBに蓄積されて
いるデータを詳細に分析することにより、教
師たちが質の高い実践を生み出す上で役立
つようなスタンダードを開発することをめ
ざした。 
 
 
 

２．研究の目的 
 本研究は、CDDBを活用することによって、
教育現場に役立つスタンダードを開発する
ことを目的とした。具体的には、次の 5点に
取り組むことを目標とした。 
 E.FORUMの提供する研修や、研究協力
校での研究開発を通して、各教科におい
て提供されうるパフォーマンス課題を開
発し、CDDBに事例を蓄積する。 

 CDDBに蓄積されたデータをもとに、各
教科におけるスタンダードを開発する。 

 国内外のスタンダードに関わる様々な理
論的・実践的蓄積について調査し、スタ
ンダード作りの参考とする。 

 必要に応じて CDDB のシステムを更
新・改善する。 

 学会や E.FORUMの研修において、研究
成果を発表する。 

 
３．研究の方法 
 スタンダード開発の取り組みは、具体的に
は次のような手順で進められることとなっ
た。 
①『「スタンダード作り」基礎資料集』の作
成（2010 年 8 月） 
 E.FORUMでは、ウィギンズ（Wiggins, G.）
とマクタイ（McTighe, J.）の提唱する『理解
をもたらすカリキュラム設計』論（通称「逆
向き設計」論）を踏まえ、パフォーマンス課
題を作るワークショップを提供してきた。
「逆向き設計」論では、教科を貫く包括的な
「本質的な問い」に対応させてパフォーマン
ス課題を用いることが提案されている。また、
「本質的な問い」に対応する「永続的理解」
を明文化することで、子どもたちに理解させ
たい内容の水準を明確にすることを勧めて
いる。このような「逆向き設計」論のカリキ
ュラム構想は、スタンダード開発を進める上
で有効な枠組みを提供してくれるものであ
る。 
 本研究では、まず、パフォーマンス課題を
取り入れた実践に 1年以上取り組んでこられ
た E.FORUM会員に寄稿をよびかけ、『基礎
資料集』を作成した。 
②「学校教育研究フェスタ」でのシンポジウ
ムの開催（2010 年 8月、2011 年 8月） 
 次に、『基礎資料集』や CDDBに蓄積され
たデータ、学習指導要領や諸外国で開発され
ているスタンダードなどを踏まえつつ、各教
科における重点目標を検討するシンポジウ
ムを開催した。2010 年は算数・数学（石井
英真氏）、国語（八田幸恵氏）、英語（赤沢真
世氏）の 3 教科について、2011 年度はこれ
らの教科に加えて社会（鋒山泰弘氏）、理科
（中池竜一氏）について提案を行った（左記
（ ）内は、それぞれの教科についての取り
まとめ担当者を示している）。 
 この成果については、雑誌『指導と評価』
の連載「思考力・判断力・表現力を育てるパ
フォーマンス課題」（2011 年 10 月号～2012



年 3月号）においても報告する機会が得られ
た。連載では、上記 5 教科について、「包括
的な『本質的な問い』と対応する課題例」を
整理した表を掲載した。 
③教科等別分科会での検討（2012 年 8 月、
2013 年 8月） 
 2012年度・2013年度は、各教科の議論を
さらに深めるため、教科等別分科会を開催し
た。この時、体育、技術・家庭科の担当とし
て北原琢也氏、音楽、美術の取りまとめ担当
者として小山英恵氏に加わっていただいた。 
 教科等別分科会では、各担当者が各教科の
包括的な「本質的な問い」と「永続的理解」、
パフォーマンス課題の例を整理した表の形
で、「E.FORUMスタンダード（草案）」を提
案した。また、2-3 名の会員による実践報告
（2012 年度）や、参加者による実践交流
（2012・2013 年度）などを行った。特に、
2013年度については、「E.FORUMスタンダ
ード（草案）」の拡大コピーを用意し、参加
者がグループに分かれて気づきを付箋紙に
書く、さらにそれらを紹介し合いながら検討
をする、というワークショップ形式を取った
ことで、スタンダードの検討を深めることが
できた。 
 
４．研究成果 
 本研究の主な成果としては、下記をあげる
ことができる。 
 第1に、CDDBの後継データベースとして、
「E.FORUM Online（EFO）」を開設すると
ともに、CDDB からのデータ移行を完了し、
さらにデータの蓄積を進めることができた。 
 第 2に、スタンダードに関わる国内外の理
論的・実践的蓄積について調査した。 
 第 3に、『「スタンダード作り」基礎資料集』、
CDDBや EFOに蓄積されたデータ等を踏ま
えつつ、国語、社会、算数・数学、理科、体
育・保健体育、技術・家庭科、音楽、音楽、
美術、英語の各教科について、「E.FORUM
スタンダード（第１次案）」を作成した。こ
れは、○a 各教科・領域で問われるべき「本質
的な問い」、○b 児童・生徒が身につけるべき
「永続的理解」、○c 対応するパフォーマンス
課題の例を示すものである。「E.FORUM ス
タンダード（第１次案）」とその「解説」に
ついては、E.FORUMのウェブページ上でも
公開した（http://www.educ.kyoto-u.ac.jp/ 
e-forum/kenkyu_seika/40/）。 
 これらの成果については、『「スタンダード
作り」成果報告書』にまとめるとともに、学
会や研修の場で報告することができた。 
 パフォーマンス課題は、平成 20 年改訂学
習指導要領で重視されている「思考力・判断
力・表現力」や、次の学習指導要領で重視さ
れると思われる汎用的スキルの育成に有効
なものとして注目されている。「E.FORUM
スタンダード（第１次案）」が今後、実践現
場で広く活用されることを期待したい。 
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